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木 材 の Hygrostress*
(引 張 圧 縮 の 場 合)






てきているもので, たとえは, ある湿度において試片に 引張荷重を加えてある長さまゼ伸長
し,その後,その長さを常に一定に保つと応力緩和現象が生じて試片の応力は次第に減少する
が,負荷後ある時間において外囲の湿度を変化させて,かりに湿度を0%までおとすと,試片は
縮もうとして引張応力が発生して 図1の立上り以後の曲線の経過を辿る｡ このときの hygro-
stressを図の qH と定める｡hygrostressに対して hygrostrain という概念も生れる｡それは
木材にある一定の荷重を加えたままで外囲の湿度を変化させると,図2に見るように,それま

























2.1 引張 (収縮拘束)状態における hygrostress(脱着応力,収縮応力)
金属などの固体では,熱応力が固有応力問題の主要なものであるが,木材では熱による伸縮





や変化にもとづく内部拘束とがある｡後者は乾燥応力の問題として現象論的に M cM ILLEN5,6),
VGOLJEW7),小倉8),YoUNGS9,10),その他多 くの,また応力発生機構に関してはScHNIEWINDll,12)
などの研究がよく知られているが,ここにはふれない｡
一方,外部拘束により発生する hygrostressの大いさoI には多 くの因子,たとえば,時間





















力による内部応力を示し, それは毛管半径を γ,液の表面張力を S とすると α〃-25ソγで与
えられる｡CDが正常な収縮過程を示すものと KASSは述べている｡




KASSが切片切線方向について 85oFの下で曲線 OABを求めたのに対し,LAWNICZAK らほ,
断面5(L)×5(T)mmの厚い試片について半径方向の収縮応力を100oCで乾燥しながら求めてい
る15)｡すなわち,比重0.4ないし0.75の酉アフリカ産 6種の材について,伽 は ¢に比例し,
含水率 1%変化に対する α〃の変化量は 0.9-2.2kg/cm2に達することを見出している｡なお,
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増加とともに減少している｡また, 引張応力 (kg/cm2) 1 0 9 15
大草ら28)はスギ心材,半径方向の (a)平均収縮率 (〉く103) I l･21 0･96 0･36









羊毛を 0% R.H.から65% R.H.まで吸湿させながら,動的内部摩擦を経時的に測定する
と, 吸湿経過とともにその値は 次第に大きくなって 吸湿前の値の6倍程度の最大値をとった
徳, 次第に時間とともに減少して, 吸湿平衡に達したときには 初めの値の3倍程度に落ち着
く｡これに対応して,剛性率は吸湿平衡に達する前に最小値をとる30).同様の傾向はケラチソ






乾 燥 荷 重 (g) 1 0 1!1) 3･'L) 5;I) 5b) 5C)
ヤ ソ グ 率 (dyn/〃2) J 3470 5370 6310 5630 4160 6220
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グニンベンゼン核振動にもとづくものと思われる 1490cm-1,リグニソベンゼン核 および ピラ




である｡ これらの変化は, ヒノキとポプラ, 板目切片と柾 目切片とに共通してあらわれてい
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で与えられる (表 1)Oここに R はガス恒数,Tは絶対温度,M は水の分子量である｡
しかし,実際には表 1に見られる数千 kg/cm2 にも達する応力が 木材で測定されてほいな
い｡ また上式によるときは膨潤応力は温度の上昇にともなって増加するはずであるが,Pinus









PoがあるO このような加圧拘束が,膨潤圧におよはす影響は IvANOV,PERKITNY らが検討 し
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表 1 (KATZ式)








? ?? ?? ???
表2 (PERKITNY)
ている｡ ⅠvANOVはマツ辺材切線方向について膨潤応力を測定し,表 3のように Poが生材の
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TARKOW は 30%R.H.で調湿されたカ/ミ材を鉄製のリングにはめこみ,これを 100%R.H.
の大気中おいたとき, リングに生ずる微小な歪を電気抵抗線歪計により測定して膨潤応力を刺
定している｡試料は圧縮された種々の比重のものを用いて,膨潤応力と比重の関係を求めており,
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した場合には A′,C′,D′の値は,図の2倍,あるいはそれ以上に達する｡
繊維方向については ARMSTONG23'らが,hooppineで,応力 レベル 38% の圧縮下の乾湿 く
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